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も
、「
健
康
体
」
に
近
づ

く
と「
上
腹
部
の
柔
軟
性
」

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
う
す

る
と
「
呼
吸
・
循
環
・
人
体

力
学
（
姿
勢
の
安
定
度
）・

自
律
神
経
（
こ
こ
ろ
の
安

定
度
）・
内
臓
全
般
の
動

き
」
が
と
と
の
い
ま
す
。

そ
れ
が
自
然
の
治
癒
力
と

な
り
（
表
３
）、「
か
ら
だ
」

全
体
が
と
と
の
う
と
と
も

に
、
段
階
的
に
ク
ス
リ
を

減
ら
し
、
止
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　

③
ど
う
し
て
も
、
ク
ス

リ
が
必
要
な
病
気
の
方

（
腎
臓
移
植
後
の
免
疫
抑

制
剤
な
ど
）に
と
っ
て
も
、

「
健
康
体
」
に
近
づ
く
と

「
上
腹
部
の
柔
軟
性
」
が

生
ま
れ
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、「
呼
吸
・
循
環
・
人
体

力
学
（
姿
勢
の
安
定
度
）・

自
律
神
経
（
こ
こ
ろ
の
安

定
度
）・
内
臓
全
般
の
動

き
」
が
、
そ
の
人
な
り
に

と
と
の
い
ま
す
。
そ
の
人

な
り
の
「
か
ら
だ
」
全
体

の
「
は
た
ら
き
」
が
高
ま

る
の
で
す
。
肝
臓
の
「
は

た
ら
き
」
が
向
上
し
、
特

に
腎
臓
で
の
排
泄
能
力
が

た
か
ま
る
た
め
ク
ス
リ
の

副
作
用
を
予
防
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｒ
Ｏ
Ｂ

医
療
と
Ｒ
Ｏ
Ｂ
医
療
に
も

と
づ
く
日
常
生
活
処
方
で

「
健
康
体
の
特
徴
」
で
あ

る
「
上
腹
部
の
柔
軟
性
」

が
生
ま
れ
育
つ
こ
と
に
よ

り
、
ク
ス
リ
の
副
作
用
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

先
ず
医
療
従
事
者
は
、

特
に
医
師
は
慢
性
疾
患
の

予
防
と
治
療
に
対
す
る
発

想
の
転
換
が
必
要
で
す
。

　

①
主
に
川
上
の
汚
れ
の

結
果
と
し
て
の
川
下
の
慢

性
疾
患
を
部
分
的
に
診
る

（
図
１
・
２
）
現
状
の
医
療

か
ら
、
そ
の
対
極
に
あ
る

40
億
年
の
「
か
ら
だ
」
の

「
し
く
み
」
が
ス
ム
ー
ズ

に
は
た
ら
い
て
い
る
「
健

康
体
」
を
診
る
医
療
に
転

換
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

初
め
て
、
慢
性
疾
患
に
至

る
一
連
の
流
れ
が
分
か
り

（
図
１
・
２
）、
予
防
が
可

　

①
感
染
症
・
救
急
時
の

対
応
・
手
術
な
ど
で
は
、

ま
す
。
免
疫
力
が
低
下
し

ま
す
。

　

⑤
ま
た
、「
は
た
ら
き
」

の
偏
り
＝
ク
ス
リ
の
毒
性

の
蓄
積
は
、
そ
の
服
用
者

の
「
か
ら
だ
」
が
も
つ
ク

ス
リ
の
毒
性
に
対
す
る
適

応
力
を
こ
え
る
と
、
抗
が

ん
剤
の
よ
う
に
い
つ
爆
発

す
る
か
も
し
れ
な
い
危
険

性
を
は
ら
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

四　

特
に
高
齢
者
の
慢

性
疾
患
に
対
す
る
ク
ス
リ

投
与
の
影
響
と
「
健
康
体

の
三
大
特
徴
」
の
一
つ
で

あ
る「
上
腹
部
の
柔
軟
性
」

と
の
関
係
に
つ
い
て

　

①
偏
っ
た「
は
た
ら
き
」

の
あ
る
ク
ス
リ
の
副
作
用

で
「
健
康
体
の
特
徴
」
で

あ
る「
上
腹
部
の
柔
軟
性
」

が
失
わ
れ
ま
す
。

　

②
そ
の
た
め
、「
生
き

ぬ
く
」た
め
に
必
要
な「
呼

吸
・
循
環
・
人
体
力
学
（
姿

勢
の
安
定
度
）・
自
律
神

経
（
こ
こ
ろ
の
安
定
度
）・

内
臓
全
般
の
動
き
」
が
低

下
し
ま
す
。
日
々
の
生
活

レ
ベ
ル
が
低
下
す
る
の
で

す
。

　

③
そ
の
低
下
の
原
因

を
、老
化
に
よ
る
も
の
か
、

日
常
生
活
の
誤
り
に
よ
る

も
の
か
、
ク
ス
リ
の
副
作

用
に
よ
る
も
の
か
を
一
般

的
に
判
別
す
る
こ
と
が
困

難
な
た
め
に
、
高
齢
者
の

　

④
「
か
ら
だ
」
全
体
と

分
断
さ
れ
た
「
部
分
」
と

「
結
果
」
と
し
て
の
病
状

（
図
１
）
に
、

　

⑤
つ
ま
り
、
高
齢
者
の

い
ろ
い
ろ
な
病
状
と
老
化

0

0

そ
の
も
の
に
も

0

0

0

0

0

0

、
一
つ
一

つ
ク
ス
リ
で
対
処
す
る
た

め
、

　

⑥
多
数
の
ク
ス
リ
が
投

薬
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

⑦
そ
の
た
め
、
高
齢
者

の
内
臓
（
特
に
、
肝
臓
・

腎
臓
・
胃
腸
）
の
「
は
た

ら
き
」
に
ク
ス
リ
の
毒
性

に
よ
る
負
担
が
増
し
、

　

⑧
さ
ら
に
、
高
齢
者
の

「
か
ら
だ
」
全
体
の
「
は

た
ら
き
」
が
低
下
し
、
代

謝
が
悪
く
な
り
ク
ス
リ
の

成
分
を
排
出
し
が
た
く
な

り
ま
す
。

　

⑨
そ
し
て
、
血
液
中
で

の
ク
ス
リ
の
濃
度
が
高
く

な
り

　

⑩
結
果
と
し
て
、
高
齢

者
の
ク
ス
リ
の
副
作
用
が

大
と
な
る
の
で
す
。

　

三　

ク
ス
リ
そ
の
も
の

の
問
題
点
に
つ
い
て

　

①
日
々
い
た
だ
く
食
事

と
比
べ
て
、
漢
方
薬
で
も

「
は
た
ら
き
」
に
偏
り
が

あ
る
こ
と
で
す
。
化
学
薬

品
は
、
さ
ら
に
偏
り
が
あ

る
こ
と
で
す
。

　

②
そ
の
「
は
た
ら
き
」

の
偏
り
が
、
効
能
・
効
果

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

効
果
が
得
ら
れ
れ
ば
、
そ

の
時
の
「
か
ら
だ
」
の
不

調
が
正
さ
れ
れ
ば
、
そ
の

「
は
た
ら
き
」
に
偏
り
が

あ
る
ゆ
え
に
、
継
続
し
て

長
期
に
ク
ス
リ
を
使
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

③
「
は
た
ら
き
」
に
偏

り
が
あ
る
た
め
、
長
期
に

使
う
と
、
正
常
な
「
か
ら

だ
」の
部
分
と
全
体
の「
は

た
ら
き
」
に
異
常
を
き
た

し
ま
す
。

　

④
具
体
的
に
、
現
代
医

学
的
こ
と
ば
で
表
現
す
る

と
、
長
期
の
服
用
は
、
交

感
神
経
緊
張
状
態
過
剰
と

な
り
、
血
流
が
悪
く
な
り

　

平
成
24
年
10
月
13
日　

た
ま
ご
ビ
ル
健
康
講
座

で
、
わ
た
し
は
、

『
ク
ス
リ
の
副
作
用
に
ど

う
対
処
す
る
か
（
特
に
高

齢
者
に
対
す
る
）』
と
の

演
題
で
下
記
の
よ
う
に
述

べ
ま
し
た
。
要
点
を
記
し

ま
す
。

　

一　

ク
ス
リ
の
要
・
不

要
に
つ
い
て

　

外
傷
・
感
染
症
・
先
天
的

疾
患
・
急
性
疾
患
・
手
術
な

ど
に
、
ク
ス
リ
は
必
ず
必

要
。
し
か
し
、
慢
性
疾
患

に
対
し
て
は
、
ク
ス
リ
は

ほ
と
ん
ど
不
要
。
逆
に
害

に
な
る
場
合
が
多
い
の
で

す
。

　
　

　

二　

高
齢
者
の
慢
性
疾

患
に
対
す
る
ク
ス
リ
の
問

題
点
に
つ
い
て

　

①
原
因
と
経
過
を
不
明

の
ま
ま
に
、（「
健
康
体
」

の
概
念
＝
（
表
１
・
図
１
）

が
な
い
た
め
に
原
因
と
経

過
を
不
明
に
せ
ざ
る
を
え

な
い
場
合
が
多
い
）

　

②
「
か
ら
だ
」
全
体
の

「
は
た
ら
き
」
が
低
下
し

た
高
齢
者
に
、

　

③
毒
性
の
あ
る
ク
ス
リ

を
、
治
療
手
段
と
し

　

今
回
は
こ
の
点
に
集
中

し
て
、「
健
康
体
の
三
大

特
徴
」の
一
つ
で
あ
る「
上

腹
部
の
柔
軟
性
」
を
通
し

て
本
質
的
な
解
決
策
を
述

べ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ろ
か
、
か
え
っ
て
死
亡
率

が
高
く
な
っ
た
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　

―
中
略
―

　

75
歳
以
上
に
な
っ
た
と

き
、
あ
る
い
は
足
腰
が

弱
っ
て
若
い
時
と
同
じ
よ

う
に
歩
け
な
く
な
っ
た
時

が
、
そ
の
目
安
で
す
。
飲

み
続
け
る
必
要
の
あ
る
薬

も
あ
る
の
で
自
己
判
断
は

絶
対
に
い
け
ま
せ
ん
が
、

少
し
減
ら
す
必
要
の
あ
る

薬
や
、「
や
め
ど
き
」
の

あ
る
薬
も
あ
る
の
で
す

（
表
２　

薬
が
原
因
で
起

こ
る
「
老
年
症
候
群
」
Ｐ

　

前
回
は
、
大
島
伸
一
国

立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
名
誉
総
長
の
提
案
を

絞
り
込
み
、
た
ま
ご
理
論

で
新
た
な
提
言
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
要
点
は
、

　

高
齢
者
に
は
、「
老
化

し
・
死
に
ゆ
く
」
こ
と
に

よ
っ
て
、
子
孫
に
よ
り
良

い
「
い
の
ち
」
を
つ
な
ぐ

崇
高
な
役
割
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
役
割
を
、
誇
り

高
き
役
割
に
す
る
に
は
、

家
庭
・
社
会
生
活
を
通
じ

て
具
体
的
な
「
い
の
ち
」

を
つ
な
ぐ
行
動
が
必
要
で

す
。

　

た
と
え
ば
、
子
育
て
方

法
の
身
を
も
っ
て
の
伝

承
、
物
の
見
方
・
考
え
方
・

時
代
の
流
れ
へ
の
体
験
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
、
仕
事
を

す
る
上
で
の
心
構
え
、
公

園
や
道
路
の
清
掃
、生
徒
・

学
生
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
等
、
い
た
る
と
こ
ろ

に
子
孫
に
「
い
の
ち
」
を

つ
な
ぐ
誇
り
高
き
役
割
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
実
行
を
伴

う
と
こ
ろ
に
、
高
齢
者
の

「
生
き
が
い
」
と
「
安
心
」

が
生
ま
れ
ま
す
。
ご
自
分

が
元
気
で
い
れ
ば
い
る
ほ

ど
、
そ
の
栄
え
あ
る
役
割

を
担
え
る
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、「
深

く
・
長
く
・
こ
こ
ち
よ
い
呼

気
」
を
24
時
間
・
３
６
５

日
・
お
迎
え
が
く
る
ま
で
、

途
切
れ
な
く
、
お
釈
迦
さ

ん
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
怠

る
こ
と
の
な
き
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

ま
さ
に
、
大
島
伸
一
国
立

長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

名
誉
総
長
が
言
わ
れ
る

「
高
齢
者
は
、
社
会
の
財

産
」
と
な
り
え
ま
す
。

　

今
回
は
、
文
藝
春
秋
２

０
１
５
年
５
月
号
に
掲
載

さ
れ
た
『
患
者
が
知
ら
な

い
「
医
療
の
真
実
」』
で
、

４
人
の
医
師
が
指
摘
し
て

い
た
問
題
点
の
３
番
目
、

『
75
歳
か
ら
薬
の
飲
み
方

を
変
え
よ
う
』（
Ｐ
２
６

７
）　

秋
下
雅
弘
東
京
大

学
大
学
院
教
授
の
お
話
を

再
度
紹
介
し
、「
健
康
体

の
特
徴
」
で
あ
る
「
上
腹

部
の
柔
軟
性
」（
表
１
）

を
通
し
て
、
そ
の
解
決
策

を
述
べ
て
ゆ
き
ま
す
。

　（
秋
下
雅
弘
東
京
大
学
大

学
院
教
授
の
提
案
）

　

75
歳
以
上
で
歩
く
の
が

遅
い
人
は
、
血
圧
を
下
げ

す
ぎ
る
と
寿
命
が
短
く
な

る
と
い
う
デ
ー
タ
も
出
て

い
ま
す
。
薬
で
血
圧
を
下

げ
過
ぎ
る
と
転
倒
し
、
寝

た
き
り
に
な
っ
た
り
肺
炎

に
な
っ
た
り
し
て
、
亡
く

な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
で

す
。

　

―
中
略
―

　

ま
た
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
低
下
薬
に
は
、
75
歳
以

上
の
人
が
飲
ん
で
脳
梗
塞

が
減
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ

は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ

ん
。

　

糖
尿
病
も
同
様
で
す
。

血
糖
値
を
厳
し
く
下
げ
て

も
寿
命
が
延
び
な
い
ど
こ

⑧

今後のあるべき医療

健康体を活かす医療
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日
本
の
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自

ら
の「
か
ら
だ
」の「
し
く
み
」を
生

か
す
こ
と
で
、日
本
を
再
生
す
る

【
Ⅰ
秋
下
雅
弘
東
京
大
学
大
学
院
教

授
の
提
案
を
絞
り
込
む
】

【
Ⅱ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
医
療
（
注
１
）
と
Ｒ
Ｏ
Ｂ

医
療
に
も
と
づ
く
日
常
生
活
処

方
で
「
健
康
体
の
三
大
特
徴
」

の
一
つ
で
あ
る
「
上
腹
部
の
柔

軟
性
」
が
生
ま
れ
る
と
、
ク
ス

リ
を
必
要
と
し
な
い
「
か
ら
だ
」

と
な
る
】

【
Ⅲ
高
齢
者
の
慢
性
疾
患
に
対
す
る
、

ク
ス
リ
の
対
処
の
仕
方
を
ま
と

め
る
】

【
Ⅳ
日
本
国
民
へ
の
提
言
―
ク
ス
リ

に
つ
い
て
】

【表１】健康体の三大特徴
性軟柔の部腹＝」性軟柔の部腹上「 ）1（

と形態と温度分布 
が部腹上で位立、合場の」体康健「　 　

下腹部より少し低く手で上腹部を圧
迫しても圧痛は無く、しこりもなく、
その圧迫をとくとすぐに元に復する
柔軟性があり適度な緊張がある。 
　また、腹部全体は温かくほぼ同一
温度である。

（2）頭部と足先の温度差 
りよ先足が部頭、合場の」体康健「　 　

約１度から３度高い範囲である。 
（3）立位での姿勢 

とるみらか面正、合場の」体康健「　 　
脊柱は正中線上でまっすぐであり、
側面からみると生理的に適切なＳ字
状の 湾曲を保ち、人体の各部位に余
分な緊張と力の過剰な 負担がない 

２
６
９
参
照
）。

　

こ
の
秋
下
雅
弘
東
京
大

学
大
学
院
教
授
の
提
案

を
、
私
の
言
葉
で
絞
り
込

む
と
、

　

※
［
75
歳
以
上
・
以
下

に
か
か
わ
ら
ず
、
原
則
、

慢
性
疾
患
に
ク
ス
リ
を
使

わ
な
い
］
と
な
り
ま
す
。

【表２】薬が原因で起こる「老年症候群」
症状 薬剤

ふらつき
・転倒

降圧薬（とくに中枢性降圧薬、α遮断薬、β遮
断薬）、睡眠薬、抗不安薬、抗うつ薬（三環系）、
抗てんかん薬、抗精神病薬（フェノチアジン
系）、抗パーキンソン病薬（トリヘキシフェニ
ジル）、抗ヒスタミン薬

抑うつ 中枢性降圧薬、β遮断薬、Ｈ２ブロッカー、抗
不安薬、抗精神病薬、抗甲状腺薬

記憶障害

降圧薬（中枢性降圧薬、α遮断薬、β遮断薬）、
睡眠薬・抗不安薬（ベンゾジアゼビン）、抗うつ
薬（三環系）、抗てんかん薬、抗精神病薬（フェ
ノチアジン系）、抗パーキンソン病薬、抗ヒス
タミン薬（Ｈ２ブロッカー含む）

せん妄

抗パーキンソン病薬、睡眠薬、抗不安薬、抗う
つ薬（三環系）、抗ヒスタミン薬（Ｈ２ブロッカ
ー含む）、降圧薬（中枢性降圧薬、β遮断薬）、ジ
ギタリス、抗不整脈薬（リドカイン、メキシレ
チン）、気管支拡張薬（テオフィリン、ネオフィ
リン）副腎皮質ステロイド

食欲低下
非ステロイド性消炎鎮痛薬（ＮＳＡＩＤ）、ア
スピリン、緩下剤、抗菌薬、ビスホスホネート、
抗不安薬、抗精神病薬、トリヘキシフェニジル

便秘

睡眠薬・抗不安薬（ベンゾジアゼビン）、抗うつ
薬（三環系）、膀胱鎮痙薬、腸管鎮痙薬（ブチル
スコポラミン、プロパンテリン）、Ｈ２ブロッ
カー、αグルコシダーゼ阻害薬、抗精神病薬
（フェノチアジン系）、トリヘキシフェニジル

排尿障害
・尿失禁

抗うつ薬（三環系）、腸管鎮痙薬（ブチルスコポ
ラミン、プロパンテリン）、膀胱鎮痙薬、Ｈ２ブ
ロッカー、睡眠薬・抗不安薬（ベンゾジアゼビ
ン）、抗精神病薬（フェノチアジン系）、トリヘ
キシフェニジル、α遮断薬、利尿薬

【図１】
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ス
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副
作
用
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見
逃

し
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ま
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場
合
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多
く

な
る
の
で
す
。

　　

五　

ク
ス
リ
の
副
作
用

を
予
防
す
る
方
法
に
つ
い

て
　

Ｒ
Ｏ
Ｂ
医
療
と
Ｒ
Ｏ
Ｂ

医
療
に
も
と
づ
く
日
常
生

活
処
方
を
実
行
す
る
こ
と

に
よ
り

　

①
「
健
康
体
」
に
近
づ

く
と
「
上
腹
部
の
柔
軟

性
」
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
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す
る
と
、「
呼
吸
・
循
環
・

人
体
力
学
（
姿
勢
の
安
定

度
）・
自
律
神
経
（
こ
こ

ろ
の
安
定
度
）・
内
臓
全

般
の
動
き
」が
と
と
の
い
、

「
か
ら
だ
」
全
体
の
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は

た
ら
き
」が
高
ま
り
ま
す
。

「
生
き
る
力
」
が
生
ま
れ

（
表
３
）、
ク
ス
リ
を
必
要

と
し
な
い
「
か
ら
だ
」
と

な
る
の
で
す
。

　

②
す
で
に
ク
ス
リ
を
飲

ま
れ
て
い
る
方
に
と
っ
て

【表３】

ク
ス
リ
は
必
要
で
す
。

　

②
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど

【図２】

　注1　ROB医療とは
　「生きもの」が「いのち」をつなぐために
一番大事な条件である「必要なものを取り
入れ・消化・吸収し・不要なものを排泄する」
=「入り・出」の現象を医療に生かしたもの
です。
　具体的には、「入り・出」の「しくみ」が
スムーズに「はたらく」状態である「上腹
部の柔軟性」が生まれるように治療し、そ
の維持を目的に自宅での養生法を身につけ、
「呼吸・循環・人体力学（姿勢の安定度）・自律
神経（こころの安定度）・内臓全般の動き」
を活性化して、元気で生きる・病気の予防・
治療・ケアーをしてゆく医療です。
　注2　2025年問題
　2025年に団塊の世代（1947年～49年生ま
れ）の全員（800万人）が75歳以上になります。
　現在の国家財政でも、1000兆円を超える
赤字です。財政再建に特別な処方箋はなく、
歳出削減・社会保障給付費の削減・増税の3つ
以外の選択肢はありません。
　このままでは、なりたたないのは明らか
です。今のままでは、前回紹介させていた
だいた大島伸一国立長寿医療研究センター
名誉総長が指摘されたように、『団塊800万
人が後期高齢者に　2025年医療は間違いな
く崩壊する』と予測されています。
　注3　「からだ」の「しくみ」にもとづいた「食
べ方教育」
　今年2月12日奈良県王寺町立王寺中学で
「からだ」の「しくみ」を生かした「食べ方
教育」を実施させていただきました。
　その発端は、『釜石の奇跡』です。20011
年3月11日　東日本大震災がおこる8年前か
ら片田敏孝群馬大学教授は、釜石市役所・
教職員と一体となって津波教育を行った結
果、釜石市の小中学生の99.8パーセントが助
かったという事例です。
　幼いころからの「からだ」の「しくみ」
を生かした「生き方」の普及が必要だとつ
ねづね考えていたわたしは、この『釜石の
奇跡』に触発され、みなさん方の協力のも
と、「からだ」の「しくみ」を生かした「食
べ方教育」をスタートしました。正しい食
べ方（「入り・出」をスムーズにする）を習
得し、毎日の給食時間を「からだ」と「こ
ころ」を鍛える実践の場となるようにとの
思いからです。
　そのよき習慣で生徒が元気になり、その
波が家庭につたわり、地域に伝わり、全国
津々浦々伝わってほしいと願っています。
　今回の生徒は、中学1年生です。10年後に
は、22歳となり仕事に従事し社会に出てゆ
かれます。20年後には、こどもの父・母とな
り、そのよき食習慣の伝承がなされるでしょ
う。また、30年・40年・50年後には、慢性疾
患の予防の最前線に立って行かれることを
願っています。
　一人ひとりの「からだ」の「しくみ」を
生かした毎日の行いが自分を生かし、まわ
りを生かし、国家をもりあげ、世界的に人
間のいたらなさを補完できるものであって
ほしいとの願いからです。

【表４】 アメリカでは「薬の副作用」が 
死亡原因の第４位

順位 死亡原因 年間推定死亡者総数
第１位 心臓病
第２位 がん
第３位 脳血管障害
第４位 薬の副作用 10万6000人
第５位 肺疾患
第６位 不慮の事故  
　推測統計学によって導き出されたアメリカにおけ
る1994年の死亡原因別の年間推定死亡者数（『岩波講
座　現代医学の基礎「薬物動態と薬効」』より引用）

の
病
気
で
あ
る
慢
性
疾
患

に
つ
い
て
は
、
ク
ス
リ
を

飲
ま
な
い
ほ
う
が
い
い
の

で
す
。

　

③
ク
ス
リ
を
飲
ま
ず
に

「
か
ら
だ
」
の
「
し
く
み
」

を
生
か
し
た
方
法
で
病
気

を
治
す
の
が
一
番
で
す

（
表
４
）。

　

④
そ
れ
だ
け
で
は
成
り

立
た
な
い
時
に
、
ク
ス
リ

を
期
間
限
定
で
使
用
す
る

こ
と
で
す
。

　

⑤
そ
れ
以
上
に
大
事
な

こ
と
は
、
ク
ス
リ
を
飲
む

必
要
の
な
い
元
気
な
「
か

ら
だ
」
つ
く
り
を
す
る
こ

と
で
す
。

　

⑥
そ
れ
に
は
、
40
億
年

に
わ
た
っ
て
地
球
と
生
命

が
と
も
に
影
響
し
合
い
、

進
化
し
て
今
あ
る
わ
た
し

た
ち
人
間
の
「
か
ら
だ
」

の
「
し
く
み
」
を
生
か
す

こ
と
で
す
。

　

⑦
そ
の
生
か
し
方
は
、

「
上
腹
部
の
柔
軟
性
」
を

国
民
一
人
ひ
と
り
が
理
解

し
、
Ｒ
Ｏ
Ｂ
医
療
と
Ｒ
Ｏ

Ｂ
医
療
に
も
と
づ
く
日
常

生
活
処
方
を
体
感
し
、「
上

腹
部
の
柔
軟
性
」
を
生
み

だ
し
、
保
持
す
る
こ
と
で

す
。

　

⑧
そ
の
上
で
、「
深
く
・

長
く
・
こ
こ
ち
よ
い
呼
気
」

を
お
こ
な
う
と
、「
生
ま

れ
・
生
き
ぬ
き
・
老
化
し
・

死
に
ゆ
く
」
こ
と
は
ス

ム
ー
ズ
に
流
れ
ま
す
（
表

３
）。

【表５】たまご理論の食べ方７カ条
「生きもの」の「いのち」と 
消化管の「しくみ」を生かして

じなおと間人 ①  仲間 である「生きも
の」の「いのち」をいただくことに
深く感謝しつつ

②お腹が 空 いて、食欲のある時に
を腰 ③  伸 ばし、正しい姿勢で具体的

に以下のことを守りましょう
りくっゆ ④  味わいながら、よく嚙む

・中・前食（杯１約、くな少は分水 ⑤
後すぐを含め）

⑥冷たいものは取らない
いよちここ・く長・く深、中事食 ⑦  呼

気 を行う

能
と
な
り
ま
す
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生
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ま
す
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す
。
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台
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療
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。
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あ
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だ
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す
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守
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、
健
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を
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必
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た
め
に
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か
ら
だ
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自
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て
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な
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い

の
ち
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に
つ
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あ
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⑥
そ
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意
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で
、
高
齢

者
は
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の
お
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で
は

な
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い
の
ち
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を
つ
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ぐ
誇
り
あ
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を
も

つ
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会
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献
者
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、

と
の
認
識
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必
要
で
す
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以
上
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

平
成
23
年
度
で
38
兆
円
の

医
療
費
が
平
成
37
年
度
に

は
54
兆
円
と
な
る
２
０
２

５
年
問
題
（
注
２
）
を
、

国
民
一
人
一
人
が
参
画

し
、
し
か
も
ご
自
分
が
人

生
を
楽
し
み
つ
つ
解
決
で

き
る
こ
と
と
な
る
の
で

す
。

　

そ
の
結
果

　

①
医
療
費
、
特
に
ク
ス

リ
に
要
す
る
費
用
を
減
ら

せ
ま
す
。
私
の
試
算
で
は

平
成
23
年
度
で
38
兆
円
の

医
療
費
の
内
、
薬
剤
費
12

兆
円
は
２
兆
円
で
十
分
で

す
。

　

②
そ
の
た
め
、
悲
惨
な

ク
ス
リ
の
副
作
用（
表
４
）

を
大
幅
に
減
ず
る
こ
と
が

で
き
ま
す
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③
逆
に
医
師
・
看
護
師
・

介
護
士
な
ど
の
技
術
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ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
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ま
す
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④
そ
し
て
、
医
師
・
看

護
師
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護
士
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ど
の

方
々
が
誇
り
を
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っ
て
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事
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で
き
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こ
と
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ま
す
。
す
ば
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し
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こ
と
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し
か
し
、
そ
れ
に
は
国

民
一
人
ひ
と
り
の
、
あ
な

た
自
身
の
行
動
が
必
要
な

の
で
す
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む
つ
か
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
老

若
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
「
深

く
・
長
く
・
こ
こ
ち
よ
い
呼

気
」
を
途
切
れ
な
く
、
怠

り
な
く
で
き
る
よ
う
に
す

れ
ば
い
い
の
で
す
。
あ
と

は
、「
か
ら
だ
」
の
「
し

く
み
」に
お
ま
か
せ
で
す
。

　

お
迎
え
が
く
る
ま
で
、

み
な
さ
ん
に
人
生
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
。

　

そ
の
意
味
で
、
幼
少
時

か
ら
の「
か
ら
だ
」の「
し

く
み
」
を
生
か
し
た
「
生

き
方
」、
特
に
「
食
べ
方

教
育
」（
注
３
・
表
５
）
が

大
事
な
取
り
組
み
と
な
っ

て
き
ま
す
。「
生
き
も
の
」

が
生
き
て
ゆ
く
上
で
、
一

番
大
事
な
「
入
り
・
出
」

が
と
と
の
う
と
「
上
腹
部

の
柔
軟
性
」
が
生
ま
れ
ま

す
。
自
ず
と
「
呼
吸
・
循

環
・
人
体
力
学
（
姿
勢
の

安
定
度
）・
自
律
神
経
（
こ

こ
ろ
の
安
定
度
）・
内
臓

全
般
の
動
き
」
が
と
と
の

い
ま
す
。
幼
い
こ
ど
も
一

人
ひ
と
り
の
芽
が
お
の
ず

か
ら
伸
び
て
き
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
そ
の
も
の

が
、
教
育
の
根
幹
で
す
。

　

あ
り
が
た
い「
し
く
み
」

で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
・

ご
支
援
を
切
に
仰
ぎ
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
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日立航空機株式会社
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平和産業に貢献する


